
〒106-6147 東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー

お問合せ先：03-6437-6000（代表）
www.gsam.co.jp

受 付 時 間：営業日の午前９時～午後５時

第20期末（2016年９月14日） 第20期

基 準 価 額 10,018円 騰 落 率 -1.12％

純資産総額 16,600百万円 分配金合計 0円

（注）騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみ
なして計算したものです。

■本ファンドの仕組みは次のとおりです。

商品分類 追加型投信／内外／資産複合

信託期間 原則として無期限

運用方針 独自開発の計量モデルを用いて、先進国を
中心とした世界の株式、債券および円短期
金融商品に分散投資することにより、信託
財産の長期的な成長をめざします。基本資
産配分は、世界の株式に40％、債券に
40％、円短期金融商品に20％とし、機動的
に資産間配分比率、株式・債券・通貨の国
別配分比率の変更を行い、収益の向上を
めざします。

主要投資対象

本ファンド ダ・ヴィンチ　マザーファンドの受益証券

ダ・ヴィンチ
マザーファンド

日本を含む世界各国の株式・債券・円短期
金融商品

運用方法・組入制限 ①主としてマザーファンドの受益証券に投
資し、原則として、その組入比率は高位
に保ちます。

②外貨建資産については為替ヘッジを行
い、為替変動の影響の低減をめざしま
す。

③本ファンド及びマザーファンドにおける組
入制限は下記のとおりです。

・株式への投資割合には制限を設けませ
ん。

・外貨建資産への投資割合には制限を設
けません。

分配方針 原則として毎計算期末（毎年９月14日。休
業日の場合は翌営業日。）に収益の分配を
行います。投信会社が経費控除後の利子・
配当等収益および売買損益（評価損益を
含みます。）等の中から基準価額水準、市
場動向等を勘案して分配金を決定します。

運 用 報 告 書 （ 全 体 版 ）

ダ・ヴィンチ
(注)「ダ・ヴィンチ」はゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント㈱の登録商標です。

追加型投信／内外／資産複合

第20期（決算日2016年９月14日）

作成対象期間：2015年９月15日～2016年９月14日

受益者の皆様へ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、「ダ・ヴィンチ」は、このたび、第20期の決算を行

いました。本ファンドは、独自の計量モデルを用いて、

日本を含む先進国を中心とした世界の株式、債券およ

び円短期金融商品へ分散投資することにより、信託財

産の長期的な成長をめざして運用を行っております。

今期の運用経過等について、以下のとおりご報告申し

上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上

げます。
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■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額
( 分 配 落 )

ベンチマーク
株式先物
比 率

債券先物
比 率

純 資 産
総 額

税 引 前
分 配 金

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
16期(2012年９月14日) 9,352 0 8.6 14,886 10.0 46.7 46.8 25,481

17期(2013年９月17日) 9,844 0 5.3 16,118 8.3 46.5 29.0 22,782

18期(2014年９月16日) 10,116 200 4.8 17,498 8.6 53.6 36.2 19,560

19期(2015年９月14日) 10,131 50 0.6 17,829 1.9 40.3 34.7 17,762

20期(2016年９月14日) 10,018 0 △1.1 18,709 4.9 45.3 56.8 16,600

（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。

（注２）ベンチマーク（MSCIワールド・インデックス（円ヘッジ）40％＋JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グ

ローバル）（円ヘッジ）40％＋円１ヵ月LIBOR20％）は、1996年９月30日を10,000として指数化しております。

（注３）株式先物比率、債券先物比率は買建比率－売建比率。

（注４）本ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式先物比率、債券先物比率は、実質比率を記載しております。

■当期中の基準価額と市況推移

年 月 日 基 準 価 額 ベンチマーク
株式先物
比 率

債券先物
比 率騰 落 率 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％
2015年９月14日 10,131 － 17,829 － 40.3 34.7

９月末 9,984 △1.5 17,738 △0.5 38.9 35.1

10月末 10,286 1.5 18,309 2.7 39.6 44.3

11月末 10,348 2.1 18,359 3.0 40.7 40.1

12月末 10,188 0.6 18,178 2.0 38.7 47.0

2016年１月末 9,895 △2.3 17,933 0.6 40.4 41.6

２月末 9,904 △2.2 17,910 0.5 39.4 47.4

３月末 10,085 △0.5 18,318 2.7 37.3 48.2

４月末 10,044 △0.9 18,359 3.0 38.2 44.9

５月末 9,996 △1.3 18,534 4.0 47.2 47.4

６月末 9,968 △1.6 18,601 4.3 41.3 52.1

７月末 10,177 0.5 18,924 6.1 46.6 56.4

８月末 10,193 0.6 18,921 6.1 45.4 56.8

（期　　　末）
2016年９月14日 10,018 △1.1 18,709 4.9 45.3 56.8

（注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。

（注２）ベンチマーク（MSCIワールド・インデックス（円ヘッジ）40％＋JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グ

ローバル）（円ヘッジ）40％＋円１ヵ月LIBOR20％）は、1996年９月30日を10,000として指数化しております。

（注３）株式先物比率、債券先物比率は買建比率－売建比率。

（注４）本ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式先物比率、債券先物比率は、実質比率を記載しております。
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■運用経過

◆基準価額等の推移について（2015年９月15日～2016年９月14日）

（注１）ベンチマークはＭＳＣＩワールド・インデックス（円ヘッジ）40％＋ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス

（グローバル）（円ヘッジ）40％＋円１ヵ月ＬＩＢＯＲ20％です。

（注２）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の

実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注３）実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なり、また、

ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留意ください。

（注４）分配金再投資基準価額、ベンチマークは、期首の基準価額を起点として指数化しています。

◆基準価額の主な変動要因

　本ファンドの基準価額は、期首の10,131円から113円下落し、期末には10,018円となりました。

上昇要因

　世界の国債市場および株式市場が上昇したことや、４つの運用戦略のうち、債券国別配分と資産間配

分がプラス寄与となったことなどが、基準価額の上昇要因となりました。

下落要因

　４つの運用戦略のうち、株式国別配分と通貨配分がマイナス寄与となったことなどが、基準価額の下

落要因となりました。
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◆投資環境について

＜株式市場＞

　当期の世界の株式市場（現地通貨ベース）は前期末から上昇しました。期の序盤は、中国経済の減速

に対する過度な懸念の後退や、ＥＣＢ（欧州中央銀行）による追加緩和期待、中国の追加利下げなどを

背景にいったんは上昇したものの、その後はパリ同時多発テロや中国経済への先行き不透明感、原油価

格の一段安などを背景に大幅に下落しました。期の中盤に入り、原油価格の反発などを背景に上昇基調

に転じました。その後は、ＥＵ（欧州連合）離脱の是非を問う英国の国民投票がＥＵ離脱に決したこと

を受けて急落する局面もありましたが、英国中央銀行による金融緩和や米国の概ね堅調な経済指標など

を受けて上昇傾向で推移した結果、前期末を上回る水準で期を終えました。

＜債券市場＞

　当期は、主要先進国の10年国債利回りが総じて低下（価格は上昇）しました。期の前半は、米国の利

上げを織り込む動きが強まり利回りが上昇する局面もありましたが、2016年初からの株式市場の急落を

受け投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどから低下しました。期の後半は、原油価格の上昇など

が利回りの上昇要因となったものの、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）が年内の利上げ回数の予測を引

き下げたことや、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が市場予想を上回る内容の追加緩和策を発表したこと、英国

の国民投票がＥＵ離脱に決したことなどを背景に、利回りは概ね低下傾向で推移しました。期末にかけ

て、米国の堅調な経済指標やＦＲＢ高官の発言などから米国の利上げ時期を見極める流れとなり、利回

りは緩やかな上昇傾向となりましたが、結局、総じて前期末を下回る水準で期を終えました。

＜外国為替市場＞

　当期の外国為替市場においては、米ドル、ユーロなどが対円で下落しました。期の前半は、パリの同

時多発テロを受けた地政学的リスクへの懸念や、原油を中心とする商品価格や株式市場の下落などがマ

イナス材料となり、米ドル、ユーロともに円に対して概ね下落基調で推移しました。期の後半も、ＦＲ

Ｂが年内の利上げ回数の予測を引き下げたことや、ＥＣＢが市場予想を上回る内容の追加緩和策を発表

した一方で、日銀が追加緩和を見送ったことに加え、英国のＥＵ離脱決定を背景に安全資産とされる円

が買われる展開となり、結局、米ドル、ユーロともに前期末より対円で下落して期を終えました。
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◆ポートフォリオについて

＜本ファンド＞
　ダ・ヴィンチ　マザーファンドの組入れを高位に維持することにより、ゴールドマン・サックス・ア
セット・マネジメントの計量モデルを用いて、先進国を中心とした世界の株式、債券および円短期金融
商品に分散投資を行い、信託財産の長期的な成長を目指しました。

＜本マザーファンド＞
　世界の株式40％、債券40％、円短期金融商品20％を基本資産配分としながら、機動的に資産間配分比
率、株式・債券・通貨の国別配分比率の変更を行いました。また、外貨建資産については為替ヘッジを
行い、為替変動の影響の低減を目指しました。

資産間配分
　当期の資産間配分は、世界株式に対しては、期の前半は中立からやや強気とし、期の後半はやや強気
から強気としました。世界債券に対しては期を通じて概ね強気としました。また、米国株式の大型株／
小型株間における配分は、期を通じて概ねほぼ中立としました。一般優良株／テクノロジー株間におけ
る配分は、期の前半は概ねほぼ中立としましたが、期の終盤はテクノロジー株に対して概ねやや強気と
しました。当期の資産間配分は、本マザーファンドのパフォーマンスにプラス寄与となったものと推定
しています。

株式国別配分
　株式国別配分においては、世界の株式市場を評価しながら積極的な配分変更を行いました。当期の株
式国別配分は、本マザーファンドのパフォーマンスにマイナス寄与となったものと推定しています。英
国に対して期初から2016年初まで弱気としたことや、米国に対して期の後半に概ね強気としたことなど
がプラス寄与となりましたが、日本に対して期の中盤まで強気、終盤に弱気としたことや、イタリアに
対して期初から2016年初まで強気としていたことなどがマイナス寄与となり、全体としてマイナスとな
りました。

債券国別配分
　債券国別配分においても、積極的な配分変更を行いました。当期の債券国別配分は、本マザーファン
ドのパフォーマンスにプラス寄与となったものと推定しています。ドイツに対して概ね弱気としたこと
や、オーストラリアに対して期の終盤に一時強気としたことなどがマイナス寄与となったものの、英国
に対して期初から中盤まで強気、終盤に概ね弱気としたことや、イタリアに対して期の終盤に強気とし
たことなどがプラス寄与となり、全体としてプラスとなりました。

通貨配分
　通貨配分は、株式や債券とは独立して行いました。例えば、米国の株式に対して強気の見通しであっ
ても、日本円に対して米ドルに弱気の見通しであれば、米国株式にはより多く配分すると同時に、米ド
ルを売るということになります。当期の通貨配分は、本マザーファンドのパフォーマンスにマイナス寄
与となったものと推定しています。英ポンドに対して期の終盤に弱気としていたことや、ユーロに対し
て期を通じて概ね弱気としたことなどがプラス寄与となりましたが、オーストラリア・ドルに対して期
の序盤に概ね弱気、中盤以降に概ね強気としたことや、ノルウェー・クローネに対して期を通じて概ね
強気としたことなどがマイナス寄与となり、全体としてマイナスとなりました。
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◆ベンチマークとの差異について

＜当期の基準価額とベンチマークの対比（騰落率）＞

（注）基準価額の騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

　当期の本ファンドのパフォーマンス（分配金再投資ベース）は－1.12％となり、ベンチマーク

（＋4.94％）を下回りました。

　当期においては、４つの運用戦略のうち、債券国別配分や資産間配分がプラス寄与となった一方、株

式国別配分や通貨配分がマイナス寄与となりました。

◆分配金について

　収益分配金（１万口当たり、税引前）については、分配方針および基準価額の水準などを勘案し、当

期の分配は行わないこととしました。収益分配金に充てなかった収益については、信託財産内に留保し、

運用の基本方針に基づいて運用を行います。

-3.00

0.00

3.00

6.00

本ファンド ベンチマーク

-1.12％

4.94％

(％)
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今後の運用方針について

＜本ファンド＞

　今後も引き続き本マザーファンド受益証券の組入れを高位に維持し、先進国を中心とした世界の株式、

債券および円短期金融商品への投資を通じて、信託財産の長期的な成長を図ることを目指していきます。

＜本マザーファンド＞

資産間配分

　資産間配分では、世界株式、世界債券ともに、モメンタムの観点から円短期金融商品に対して強気の

見通しとしています。米国株式の大型株／小型株間の配分に関しては、モメンタムの観点から小型株に

対して強気、一般優良株／テクノロジー株間の配分に関しては、モメンタムの観点からテクノロジー株

に対して強気の見通しとしています。

株式国別配分

　株式国別配分においては、ドイツや英国などに対して強気の見通しとする一方で、オーストラリアや

スイスなどに対して弱気の見通しとしています。ドイツに対しては、リスク・プレミアムやバリューの

観点から、英国に対してはマクロやモメンタムの観点から強気の見通しとしています。一方で、オース

トラリアに対してはリスク・プレミアムやバリュー、モメンタムの観点から、スイスに対してはバ

リューやマクロ、リスク・プレミアムの観点から弱気の見通しとしています。

債券国別配分

　債券国別配分においては、フランスやイタリアなどに対して強気の見通しとする一方で、米国やオー

ストラリアなどに対して弱気の見通しとしています。フランスに対してはマクロの観点から、イタリア

に対してはモメンタムやバリュー、マクロの観点から強気の見通しとしています。一方、米国に対して

はバリューやモメンタム、マクロの観点から、オーストラリアに対してはモメンタムやマクロの観点か

ら弱気の見通しとしています。

通貨配分

　通貨配分においては、オーストラリア・ドルやカナダ・ドルなどに対して強気の見通しとする一方で、

米ドルやスイス・フランなどに対して弱気の見通しとしています。オーストラリア・ドルに対しては資

金フローの観点から、カナダ・ドルに対してはマクロの観点から強気の見通しとしています。一方で、

米ドルに対してはモメンタムの観点から、スイス・フランに対してはバリューの観点から弱気の見通し

としています。

（上記見通しは2016年９月14日現在のものであり、今後見通しは変更されることもあります。）



7－　　－

ダ・ヴィンチ

■本ファンドのデータ

◆本ファンドの組入資産の内容（2016年９月14日現在）

○組入れファンド� （組入銘柄数：１銘柄）

ファンド名 比率

ダ・ヴィンチ　マザーファンド 101.1％

（注）上記の比率は全て本ファンドの純資産総額に対する割合です。

その他現金等
-1.1％

マザーファンド受益証券
101.1％

○資産別配分

日本
101.1％

その他現金等
-1.1％

○国別配分

日本円
100.0％

○通貨別配分
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◆組入上位ファンドの概要

ダ・ヴィンチ　マザーファンド（2016年９月14日現在）

○資産別配分

44.8％

56.2％

75.0％

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

株式先物

債券先物

債券

(％)

○国別配分

（注１）資産別配分、国別配分は組入れファンドの直近の決算日時点のものです。

（注２）上記の比率は全て組入れファンドの純資産総額に対する割合です。

27.6％
9.1％

5.3％

4.4％

2.7％

2.6％

-10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

米国

イギリス

ドイツ

フランス

カナダ

スウェー
デン

オースト
ラリア

日本

イタリア

その他

(％)

-1.1％

-1.9％

-3.1％

-0.7％

株式先物

17.0％

14.9％

11.0％

8.9％

6.5％

4.1％

-10.0 0.0 10.0 20.0

フランス

日本

米国

オースト
ラリア

イタリア

カナダ

ドイツ

イギリス

-2.8％

-3.4％

(％)

債券先物

75.0％

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

米国

(％)

債券

＊組入れファンドは主に先物取引を利用してポジションを構築しています。なお、債券の比率は、余資運用として投資している米

国の短期債などの組入れによるものです。
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○通貨別配分 ○組入上位10銘柄
（組入銘柄数：26銘柄）

銘柄 資産 国 比率

１ TREASURY BILL 0% 16/11/10 債券 米国 75.0％

２ S&P500 EMINI 株式先物 米国 26.5％

３ OAT 1612 債券先物 フランス 17.0％

４ 長期国債標準物先物 債券先物 日本 14.9％

５ CBT 10Y 1612 債券先物 米国 11.0％

６ FTSE 100 株式先物 イギリス 9.1％

７ SFE10Y 1612 債券先物 オーストラリア 8.9％

８ BTP 1612 債券先物 イタリア 6.5％

９ DAX DTB 株式先物 ドイツ 5.3％

10 CAC40 株式先物 フランス 4.4％

＊比率は絶対値の大きさの順です。売建ての取引の場合はマ

イナスの比率が表示されます。

94.3％
7.7％

6.2％

4.8％

-20.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日本円

オーストラリア
ドル

ノルウェー・
クローネ

カナダ・ドル

イギリスポンド

米ドル

スイス・フラン

その他

-3.3％

-4.4％

-6.4％

1.2％

(％)

（注１）通貨別配分、組入上位10銘柄は組入れファンドの直近の決算日時点のものです。

（注２）上記の比率は全て組入れファンドの純資産総額に対する割合です。
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■売買及び取引の状況（2015年９月15日から2016年９月14日まで）

　親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

ダ ・ ヴ ィ ン チ 　 マ ザ ー フ ァ ン ド
千口 千円 千口 千円

500,657 835,080 1,370,820 2,287,947

■利害関係人との取引状況等（2015年９月15日から2016年９月14日まで）

　利害関係人との取引はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細（2016年９月14日現在）

　親投資信託残高

種 類
前 期 末 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

ダ ・ ヴ ィ ン チ 　 マ ザ ー フ ァ ン ド
千口 千口 千円

10,864,498 9,994,336 16,784,487

（注）単位未満切捨て。

■１万口当たりの費用明細

項目

当期

項目の概要2015年９月15日～2016年９月14日

金額 比率

信託報酬 218円 2.160％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投信会社） （104） （1.026） ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、目論見書・運用

報告書等の作成等の対価

（販売会社） （104） （1.026） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、分配金・換金代金・

償還金の支払い業務等の対価

（受託会社） （ 11） （0.108） ファンドの財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

売買委託手数料 4 0.040 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） （　4） （0.036） 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数

（プライムブローカー） （　0） （0.004）

その他費用 3 0.026 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） （　0） （0.002） 海外資産等の海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡に係る費用

（監査費用） （　1） （0.011） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（その他） （　1） （0.014） 法律顧問・税務顧問への報酬、印刷費用、郵送費用、公告費用、格付費

用、証拠金利息の調整金額、支払外国税等

合計 225 2.226

期中の平均基準価額は10,089円です。

（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡

便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、本ファンドが組入れているマザーファンドが

支払った金額のうち、本ファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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■投資信託財産の構成� 2016年９月14日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
ダ ・ ヴ ィ ン チ 　 マ ザ ー フ ァ ン ド 16,784,487 99.9

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 19,882 0.1

投 資 信 託 財 産 総 額 16,804,369 100.0

（注１）ダ・ヴィンチ　マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（18,425,442千円）の投資信託財産総額

（25,754,434千円）に対する比率は71.5％です。

（注２）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。なお決算日における邦

貨換算レートは１米ドル＝102.83円、１カナダドル＝78.09円、１ユーロ＝115.34円、１英ポンド＝135.37円、１スイス

フラン＝105.24円、１スウェーデンクローナ＝12.05円、１オーストラリアドル＝76.84円、１香港ドル＝13.25円、１シ

ンガポールドル＝75.18円です。

（注１）損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注２）損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

（注３）損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差引いた差額

分をいいます。

（注４）収益分配金の計算過程において、マザーファンドの配当等収益を繰入れております。

（注５）期首元本額は17,532,281,638円、当作成期間中において、追加設定元本額は829,268,569円、同解約元本額は

1,790,612,564円です。

■資産、負債、元本及び基準価額の状況

項 目
当 期 末

2016年９月14日

(A) 資 産 16,804,369,467円

ダ・ヴィンチ　マザーファンド(評価額) 16,784,487,950

未 収 入 金 19,881,517

(B) 負 債 204,289,737

未 払 解 約 金 19,881,517

未 払 信 託 報 酬 182,641,325

そ の 他 未 払 費 用 1,766,895

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 16,600,079,730

元 本 16,570,937,643

次 期 繰 越 損 益 金 29,142,087

(D) 受 益 権 総 口 数 16,570,937,643口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,018円

■損益の状況

項 目

当 期

自　2015年９月15日
至　2016年９月14日

(A) 有 価 証 券 売 買 損 益 189,203,940円

売 買 益 269,857,373

売 買 損 △　 80,653,433

(B) 信 託 報 酬 等 △　372,458,175

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) △　183,254,235

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 476,741,241

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 △　264,344,919

(配 当 等 相 当 額) (　　791,759,521)

(売 買 損 益 相 当 額) (△1,056,104,440)

(F) 　 計 　(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 29,142,087

(G) 収 益 分 配 金 0

次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ＋Ｇ) 29,142,087

追 加 信 託 差 損 益 金 △　264,344,919

(配 当 等 相 当 額) (　　791,915,487)

(売 買 損 益 相 当 額) (△1,056,260,406)

分 配 準 備 積 立 金 476,741,241

繰 越 損 益 金 △　183,254,235
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■分配原資の内訳� （単位：円・％、１万口当たり・税引前）

項 目
第 20 期

2015年９月15日～2016年９月14日

当期分配金 －

（対基準価額比率） －

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 765

（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。
また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。
（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率

とは異なります。



〒106-6147 東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー

お問合せ先：03-6437-6000（代表）
www.gsam.co.jp

受 付 時 間：営業日の午前９時～午後５時

■本ファンドの仕組みは次のとおりです。

商品分類 親投資信託

信託期間 原則として無期限

運用方針 独自開発の計量モデルを用いて、先進国を

中心とした世界の株式、債券および円短期

金融商品に分散投資することにより、信託

財産の長期的な成長をめざします。基本資

産配分は、世界の株式に40％、債券に

40％、円短期金融商品に20％とし、機動的

に資産間配分比率、株式・債券・通貨の国

別配分比率の変更を行い、収益の向上を

めざします。

主要投資対象 日本を含む世界各国の株式・債券・円短期

金融商品を主要投資対象とします。

組入制限 ①株式への投資割合には制限を設けませ

ん。

②デリバティブの利用はヘッジ目的に限定

しません。ただし、レバレッジ等の目的で

使用するものではなく、現物資産などに

比較しその流動性や取引コストなどの投

資効率の観点から使用します。

③外貨建資産への投資割合には、制限を

設けません。

運 用 報 告 書 （ 全 体 版 ）

ダ・ヴィンチ　
マザーファンド

親投資信託

第14期（決算日2016年９月14日）

作成対象期間：2015年９月15日～2016年９月14日

受益者の皆様へ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

法令・諸規則に基づき、親投資信託（マザーファンド）

の期中の運用状況をご報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上

げます。
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■最近５期の運用実績

決 算 期 基 準 価 額 ベンチマーク
株式先物
比 率

債券先物
比 率

純 資 産
総 額

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％ 百万円
10期（2012年９月14日） 14,046 10.9 14,171 10.0 46.2 46.3 73,979

11期（2013年９月17日） 15,097 7.5 15,344 8.3 45.9 28.7 62,845

12期（2014年９月16日） 16,160 7.0 16,657 8.6 51.9 35.1 52,823

13期（2015年９月14日） 16,618 2.8 16,972 1.9 39.7 34.2 27,757

14期（2016年９月14日） 16,794 1.1 17,811 4.9 44.8 56.2 24,386

（注１）ベンチマーク（MSCIワールド・インデックス（円ヘッジ）40％＋JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グ

ローバル）（円ヘッジ）40％＋円１ヵ月LIBOR20％）は、2002年９月30日を10,000として指数化しております。

（注２）株式先物比率、債券先物比率は買建比率－売建比率。

■当期中の基準価額と市況推移

年 月 日 基 準 価 額 ベンチマーク
株式先物
比 率

債券先物
比 率騰 落 率 騰 落 率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％ ％
2015年９月14日 16,618 － 16,972 － 39.7 34.2

９月末 16,393 △1.4 16,886 △0.5 38.8 35.0

10月末 16,918 1.8 17,429 2.7 39.5 44.2

11月末 17,050 2.6 17,477 3.0 40.5 39.9

12月末 16,817 1.2 17,305 2.0 38.4 46.7

2016年１月末 16,366 △1.5 17,072 0.6 40.0 41.2

２月末 16,411 △1.2 17,050 0.5 39.0 46.9

３月末 16,740 0.7 17,439 2.7 37.3 48.2

４月末 16,699 0.5 17,477 3.0 38.1 44.8

５月末 16,653 0.2 17,644 4.0 47.0 47.1

６月末 16,636 0.1 17,708 4.3 41.1 51.8

７月末 17,011 2.4 18,015 6.1 46.2 56.0

８月末 17,071 2.7 18,013 6.1 45.0 56.3

(期　　　末)
2016年９月14日 16,794 1.1 17,811 4.9 44.8 56.2

（注１）騰落率は期首比です。

（注２）ベンチマーク（MSCIワールド・インデックス（円ヘッジ）40％＋JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グ

ローバル）（円ヘッジ）40％＋円１ヵ月LIBOR20％）は、2002年９月30日を10,000として指数化しております。

（注３）株式先物比率、債券先物比率は買建比率－売建比率。
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■運用経過
◆基準価額等の推移について（2015年９月15日～2016年９月14日）

（注１）ベンチマークはＭＳＣＩワールド・インデックス（円ヘッジ）40％＋ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス

（グローバル）（円ヘッジ）40％＋円１ヵ月ＬＩＢＯＲ20％です。

（注２）ベンチマークは、期首の基準価額を起点として指数化しています。

◆基準価額の主な変動要因
　本ファンドの基準価額は、期首の16,618円から176円上昇し、期末には16,794円となりました。

上昇要因
　世界の国債市場および株式市場が上昇したことや、４つの運用戦略のうち、債券国別配分と資産間配
分がプラス寄与となったことなどが、基準価額の上昇要因となりました。

下落要因
　４つの運用戦略のうち、株式国別配分と通貨配分がマイナス寄与となったことなどが、基準価額の下
落要因となりました。

◆投資環境について
＜株式市場＞
　当期の世界の株式市場（現地通貨ベース）は前期末から上昇しました。期の序盤は、中国経済の減速
に対する過度な懸念の後退や、ＥＣＢ（欧州中央銀行）による追加緩和期待、中国の追加利下げなどを
背景にいったんは上昇したものの、その後はパリ同時多発テロや中国経済への先行き不透明感、原油価
格の一段安などを背景に大幅に下落しました。期の中盤に入り、原油価格の反発などを背景に上昇基調
に転じました。その後は、ＥＵ（欧州連合）離脱の是非を問う英国の国民投票がＥＵ離脱に決したこと
を受けて急落する局面もありましたが、英国中央銀行による金融緩和や米国の概ね堅調な経済指標など
を受けて上昇傾向で推移した結果、前期末を上回る水準で期を終えました。

14,000

15,000

16,000
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＜債券市場＞
　当期は、主要先進国の10年国債利回りが総じて低下（価格は上昇）しました。期の前半は、米国の利
上げを織り込む動きが強まり利回りが上昇する局面もありましたが、2016年初からの株式市場の急落を
受け投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどから低下しました。期の後半は、原油価格の上昇など
が利回りの上昇要因となったものの、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）が年内の利上げ回数の予測を引
き下げたことや、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が市場予想を上回る内容の追加緩和策を発表したこと、英国
の国民投票がＥＵ離脱に決したことなどを背景に、利回りは概ね低下傾向で推移しました。期末にかけ
て、米国の堅調な経済指標やＦＲＢ高官の発言などから米国の利上げ時期を見極める流れとなり、利回
りは緩やかな上昇傾向となりましたが、結局、総じて前期末を下回る水準で期を終えました。

＜外国為替市場＞
　当期の外国為替市場においては、米ドル、ユーロなどが対円で下落しました。期の前半は、パリの同
時多発テロを受けた地政学的リスクへの懸念や、原油を中心とする商品価格や株式市場の下落などがマ
イナス材料となり、米ドル、ユーロともに円に対して概ね下落基調で推移しました。期の後半も、ＦＲ
Ｂが年内の利上げ回数の予測を引き下げたことや、ＥＣＢが市場予想を上回る内容の追加緩和策を発表
した一方で、日銀が追加緩和を見送ったことに加え、英国のＥＵ離脱決定を背景に安全資産とされる円
が買われる展開となり、結局、米ドル、ユーロともに前期末より対円で下落して期を終えました。

◆ポートフォリオについて
　世界の株式40％、債券40％、円短期金融商品20％を基本資産配分としながら、機動的に資産間配分比
率、株式・債券・通貨の国別配分比率の変更を行いました。また、外貨建資産については為替ヘッジを
行い、為替変動の影響の低減を目指しました。

資産間配分
　当期の資産間配分は、世界株式に対しては、期の前半は中立からやや強気とし、期の後半はやや強気
から強気としました。世界債券に対しては期を通じて概ね強気としました。また、米国株式の大型株／
小型株間における配分は、期を通じて概ねほぼ中立としました。一般優良株／テクノロジー株間におけ
る配分は、期の前半は概ねほぼ中立としましたが、期の終盤はテクノロジー株に対して概ねやや強気と
しました。当期の資産間配分は、本ファンドのパフォーマンスにプラス寄与となったものと推定してい
ます。

株式国別配分
　株式国別配分においては、世界の株式市場を評価しながら積極的な配分変更を行いました。当期の株
式国別配分は、本ファンドのパフォーマンスにマイナス寄与となったものと推定しています。英国に対
して期初から2016年初まで弱気としたことや、米国に対して期の後半に概ね強気としたことなどがプラ
ス寄与となりましたが、日本に対して期の中盤まで強気、終盤に弱気としたことや、イタリアに対して
期初から2016年初まで強気としていたことなどがマイナス寄与となり、全体としてマイナスとなりまし
た。
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債券国別配分
　債券国別配分においても、積極的な配分変更を行いました。当期の債券国別配分は、本ファンドのパ
フォーマンスにプラス寄与となったものと推定しています。ドイツに対して概ね弱気としたことや、
オーストラリアに対して期の終盤に一時強気としたことなどがマイナス寄与となったものの、英国に対
して期初から中盤まで強気、終盤に概ね弱気としたことや、イタリアに対して期の終盤に強気としたこ
となどがプラス寄与となり、全体としてプラスとなりました。

通貨配分
　通貨配分は、株式や債券とは独立して行いました。例えば、米国の株式に対して強気の見通しであっ
ても、日本円に対して米ドルに弱気の見通しであれば、米国株式にはより多く配分すると同時に、米ド
ルを売るということになります。当期の通貨配分は、本ファンドのパフォーマンスにマイナス寄与と
なったものと推定しています。英ポンドに対して期の終盤に弱気としていたことや、ユーロに対して期
を通じて概ね弱気としたことなどがプラス寄与となりましたが、オーストラリア・ドルに対して期の序
盤に概ね弱気、中盤以降に概ね強気としたことや、ノルウェー・クローネに対して期を通じて概ね強気
としたことなどがマイナス寄与となり、全体としてマイナスとなりました。

◆ベンチマークとの差異について
＜当期の基準価額とベンチマークの対比（騰落率）＞

　当期の本ファンドのパフォーマンス（分配金再投資ベース）は＋1.06％となり、ベンチマーク
（＋4.94％）を下回りました。
　当期においては、４つの運用戦略のうち、債券国別配分や資産間配分がプラス寄与となった一方、株
式国別配分や通貨配分がマイナス寄与となりました。

1.06％

4.94％

0.00

3.00

6.00

(％)

本ファンド ベンチマーク
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今後の運用方針について
資産間配分
　資産間配分では、世界株式、世界債券ともに、モメンタムの観点から円短期金融商品に対して強気の
見通しとしています。米国株式の大型株／小型株間の配分に関しては、モメンタムの観点から小型株に
対して強気、一般優良株／テクノロジー株間の配分に関しては、モメンタムの観点からテクノロジー株
に対して強気の見通しとしています。

株式国別配分
　株式国別配分においては、ドイツや英国などに対して強気の見通しとする一方で、オーストラリアや
スイスなどに対して弱気の見通しとしています。ドイツに対しては、リスク・プレミアムやバリューの
観点から、英国に対してはマクロやモメンタムの観点から強気の見通しとしています。一方で、オース
トラリアに対してはリスク・プレミアムやバリュー、モメンタムの観点から、スイスに対してはバ
リューやマクロ、リスク・プレミアムの観点から弱気の見通しとしています。

債券国別配分
　債券国別配分においては、フランスやイタリアなどに対して強気の見通しとする一方で、米国やオー
ストラリアなどに対して弱気の見通しとしています。フランスに対してはマクロの観点から、イタリア
に対してはモメンタムやバリュー、マクロの観点から強気の見通しとしています。一方、米国に対して
はバリューやモメンタム、マクロの観点から、オーストラリアに対してはモメンタムやマクロの観点か
ら弱気の見通しとしています。

通貨配分
　通貨配分においては、オーストラリア・ドルやカナダ・ドルなどに対して強気の見通しとする一方で、
米ドルやスイス・フランなどに対して弱気の見通しとしています。オーストラリア・ドルに対しては資
金フローの観点から、カナダ・ドルに対してはマクロの観点から強気の見通しとしています。一方で、
米ドルに対してはモメンタムの観点から、スイス・フランに対してはバリューの観点から弱気の見通し
としています。

（上記見通しは2016年９月14日現在のものであり、今後見通しは変更されることもあります。）
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■本ファンドのデータ

◆本ファンドの組入資産の内容（2016年９月14日現在）

○資産別配分

44.8％

56.2％

75.0％
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株式先物

債券先物

債券

(％)

○国別配分

（注）上記の比率は全て本ファンドの純資産総額に対する割合です。
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＊本ファンドは主に先物取引を利用してポジションを構築しています。なお、債券の比率は、余資運用として投資している米国の

短期債などの組入れによるものです。
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○通貨別配分 ○組入上位10銘柄
（組入銘柄数：26銘柄）

銘柄 資産 国 比率

１ TREASURY BILL 0% 16/11/10 債券 米国 75.0％

２ S&P500 EMINI 株式先物 米国 26.5％

３ OAT 1612 債券先物 フランス 17.0％

４ 長期国債標準物先物 債券先物 日本 14.9％

５ CBT 10Y 1612 債券先物 米国 11.0％

６ FTSE 100 株式先物 イギリス 9.1％

７ SFE10Y 1612 債券先物 オーストラリア 8.9％

８ BTP 1612 債券先物 イタリア 6.5％

９ DAX DTB 株式先物 ドイツ 5.3％

10 CAC40 株式先物 フランス 4.4％

＊比率は絶対値の大きさの順です。売建ての取引の場合はマ

イナスの比率が表示されます。
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（注）上記の比率は全て本ファンドの純資産総額に対する割合です。
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■売買及び取引の状況（2015年９月15日から2016年９月14日まで）

(1) 公社債

買 付 額 売 付 額

外

国

千米ドル 千米ドル

ア メ リ カ
国 債 証 券 177,703 －

(178,024)

特 殊 債 券 177,705 －
(178,024)

（注１）金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）

（注２）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。

■１万口当たりの費用明細

項目

当期

項目の概要2015年９月15日～2016年９月14日

金額 比率

売買委託手数料 7円 0.039％ 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） （6） （0.035） 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数

（プライムブローカー） （1） （0.004）

その他費用 1 0.006 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） （0） （0.002） 海外資産等の海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡に係る費用

（その他） （1） （0.005） 証拠金利息の調整金額、支払外国税等

合計 8 0.045

期中の平均基準価額は16,730円です。

（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡

便法により算出した結果です。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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(2) 先物取引の銘柄別取引状況

買 建 売 建

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

百万円 百万円 百万円 百万円

国
内

株式先物取引 T O P I X 4,747 6,473 927 472

債券先物取引 10 年 国 債 標 準 物 32,329 30,127 － －

外

国

株式先物取引 DJIA MINI e-CBOT 298 310 1,142 632

S&P 500 EMINI 30,051 29,260 － －

RUSSELL MINI 766 452 209 211

NASDAQ 100 EMINI 924 515 224 236

S&P/TSE 60 2,914 2,248 1,898 1,855

SPI 200 2,971 2,904 4,205 4,199

FTSE 100 9,072 7,224 548 541

SWISS MKT 1,887 1,814 2,846 2,751

HANG SENG 5,803 5,758 4,288 4,189

MSCI SING 612 614 － －

OMXS 30 4,103 3,983 3,505 3,416

AEX 8,768 8,838 － －

CAC 40 13,011 12,913 － －

DAX DTB 9,469 8,795 － －

IBEX 35 61 60 6,049 6,080

S&P/MIB 3,783 3,914 1,862 1,076

債券先物取引 米 国 国 債 先 物　10年 20,537 21,989 － －

カ ナ ダ 国 債 先 物　10年 2,379 1,479 － －

オーストラリア国債先物　10年 5,665 3,538 1,143 1,135

英 国 国 債 先 物　10年 13,861 15,489 3,093 2,243

イ タ リ ア 国 債 先 物　10年 5,616 4,096 － －

ド イ ツ 国 債 先 物　10年 15,622 16,749 2,051 1,368

フ ラ ン ス 国 債 先 物　10年 11,019 6,900 － －

（注１）金額は受渡し代金。

（注２）外国の取引金額は、各月中の取引額を当該月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値で換

算した邦貨金額の合計です。
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■利害関係人との取引状況等（2015年９月15日から2016年９月14日まで）

　利害関係人との取引はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細（2016年９月14日現在）

(1）公社債

Ａ　債券種類別開示

　外国（外貨建）公社債

区 分

当 期 末

額 面 金 額
評 価 額

組 入 比 率
う ち B B 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

ア メ リ カ
千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
178,024 177,943 18,297,946 75.0 － － － 75.0

合 計 178,024 177,943 18,297,946 75.0 － － － 75.0

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。

（注２）金額の単位未満切捨て。

（注３）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

Ｂ　個別銘柄開示

　外国（外貨建）公社債

種 類 銘　　柄　　名

当 期 末

利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

(アメリカ) ％ 千米ドル 千米ドル 千円

国 債 証 券 TREASURY BILL 0% － 178,024 177,943 18,297,946 2016/11/10

合 計 － － － 18,297,946 －

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。

（注２）金額の単位未満切捨て。
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(2）先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別
当 期 末

買 建 額 売 建 額
百万円 百万円

国
内

T O P I X － 456
10 年 国 債 標 準 物 3,637 －

外

国

AEX 234 －
CAC 40 1,079 －
DAX DTB 1,286 －
DJIA MINI e-CBOT － 490
S&P 500 EMINI 6,470 －
FTSE 100 2,216 －
HANG SENG － 200
IBEX 35 － 160
RUSSELL MINI 347 －
MSCI SING 46 －
NASDAQ 100 EMINI 408 －
OMXS 30 625 －
SWISS MKT － 94
S&P/TSE 60 648 －
SPI 200 － 278
S&P/MIB － 759
イ タ リ ア 国 債 先 物　10年 1,587 －
ド イ ツ 国 債 先 物　10年 － 678
米 国 国 債 先 物　10年 2,686 －
英 国 国 債 先 物　10年 － 836
カ ナ ダ 国 債 先 物　10年 990 －
フ ラ ン ス 国 債 先 物　10年 4,136 －
オ ー ス ト ラ リ ア 国 債 先 物　10年 2,176 －

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。

（注２）単位未満切捨て。

（注３）－印は組入れなし。

■投資信託財産の構成� 2016年９月14日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公 社 債 18,297,946 71.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 7,456,488 29.0
投 資 信 託 財 産 総 額 25,754,434 100.0

（注１）当期末における外貨建純資産（18,425,442千円）の投資信託財産総額（25,754,434千円）に対する比率は71.5％です。

（注２）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。なお決算日における邦

貨換算レートは１米ドル＝102.83円、１カナダドル＝78.09円、１ユーロ＝115.34円、１英ポンド＝135.37円、１スイス

フラン＝105.24円、１スウェーデンクローナ＝12.05円、１オーストラリアドル＝76.84円、１香港ドル＝13.25円、１シ

ンガポールドル＝75.18円です。
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（注１）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注２）損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差引いた差額

分をいいます。

（注３）損益の状況の中で(H)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差引いた差額分をいいます。

（注４）期首元本額は16,702,896,123円、当作成期間中において、追加設定元本額は604,793,352円、同解約元本額は

2,786,547,391円です。

（注５）元本の内訳　　ダ・ヴィンチ� 9,994,336,043円

ダ・ヴィンチＶＡ� 3,382,729,683円

ダ・ヴィンチＶＡ２� 1,144,076,358円

■資産、負債、元本及び基準価額の状況

項 目
当 期 末

2016年９月14日

(A) 資 産 128,399,656,942円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 4,110,206,801

公 社 債(評価額) 18,297,946,693

未 収 入 金 104,658,622,370

前 払 金 10,865

差 入 委 託 証 拠 金 1,332,870,213

(B) 負 債 104,013,327,375

前 受 金 2,044,568

未 払 金 103,975,408,779

未 払 解 約 金 35,864,650

未 払 利 息 9,378

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 24,386,329,567

元 本 14,521,142,084

次 期 繰 越 損 益 金 9,865,187,483

(D) 受 益 権 総 口 数 14,521,142,084口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,794円

■損益の状況

項 目

当 期

自　2015年９月15日
至　2016年９月14日

(A) 配 当 等 収 益 57,925,106円

受 取 利 息 59,427,099

支 払 利 息 △　　 1,501,993

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △　 570,745,664

売 買 益 6,545,697,957

売 買 損 △ 7,116,443,621

(C) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 781,922,356

取 引 益 3,088,603,145

取 引 損 △ 2,306,680,789

(D) 信 託 報 酬 等 △　　 2,432,301

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 266,669,497

(F) 前 期 繰 越 損 益 金 11,054,352,376

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 403,058,636

(H) 解 約 差 損 益 金 △ 1,858,893,026

(I)  計  (Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 9,865,187,483

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) 9,865,187,483




